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審 査 の 要 旨 
１ 批評 
本論文は、現代太平洋島嶼社会においても重要な社会的機能を果たしている首長制と位階称号に基づく階層
秩序の維持と創出の過程を、植民地統治やキリスト教布教、独立後の統治体制や市場経済、学校教育の浸透な
どの外的諸要因との相互関係において捉えた本格的な民族誌的研究である。延べ 2年間に及ぶ長期のフィール
ドワーク（参与観察）によって得られた豊富な経験的データは、一次資料としての価値も極めて高い。特にポ
ーンペイ島の社会秩序の維持において重要な意味をもつ首長による儀礼的祭宴及びそれに付随する物財の再
分配行為を詳しく記述し検討した民族誌はこれまでになく、太平洋島嶼社会研究、現代社会における伝統的権
威の存在様態に関する人類学的研究に大きく貢献するものである。結論において筆者が述べる首長制の現代的
様相、すなわち首長制が、位階称号とそれに基づく名誉に付随した社会的価値を維持しながらも、近代性を背
景とする異質で雑多な外的要素との絶え間ない結びつきと差異化のなかで個別の出来事ごとに柔軟に個人を
価値づけることによって存続している、という指摘は、グローバル化する現代太平洋島嶼社会における政治的
権威と島の住民との複雑な内面的葛藤に関する質の高い考察と資料を提示するものと言える。 
さらに本論文は、対面的相互行為を理解するために、首長をめぐる再分配の諸事例に対してゴッフマンとカ
ロンのフレーム概念を用いた動態分析モデルを適用し、その分析上の有効性を証明してもいる。今後の課題と
して、このモデルの脆弱性を指摘し、新たな理論的方向性に関する考察を深めることを期待したい。そのこと
によって、本論文における民族誌的研究の価値はさらに高められるはずである。 
 
２ 最終試験 
  平成２９年１月２０日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本
論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委員全員一致
で合格と判定された。 
 
３ 結論 
  上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（国際政治経済学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。 
